
1

2009年3月期 決算説明

2009年5月11日
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＜本日の内容＞

１．2009年3月期（2008年度）決算概要

２．2010年3月期（2009年度）業績見通し

３．トピックス



3

１．2009年3月期（2008年度）
決算概要
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・ 上半期はＩＴ関連向け厚板、缶材、自動車関連など全般に堅調。

・ 一転下半期は景気の激変により、ほとんどの分野で売上低迷。

特に厚板、自動車関連需要への影響大。

＜営業損益要因＞

燃料・副原料価格高騰による収益圧迫 （▲26億円）

相場急落による地金ポジション悪化 （▲26億円）

減価償却費増（税制改正による） （▲27億円）

低価法による棚卸資産評価減 （▲ 7億円）

＜主な特別損失要因＞

固定資産の減損処理 （▲32億円）

＜その他＞

繰延税金資産の取崩し （▲65億円）

2008年度 決算のポイント
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2008年度業績（対前年度）
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2008年度 品種別売上数量比較（対前年度）
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数量推移 （2005年度～2009年度見通し）
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連結営業利益分析 （07年度→08年度）
主な減益要因

・売上数量減・品種構成差等 ▲39億円

・低価法による棚卸資産評価損 ▲7億円

・地金相場急落によるポジション悪化 ▲26億円
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品種構成差等

▲39

07年度→08年度連結営業利益 増減内訳 （▲129億円）07年度→08年度連結営業利益 増減内訳 （▲129億円）
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連結純損益分析 （07年度→08年度）
07年度→08年度純損益増減内訳（対前年▲179億円）07年度→08年度純損益増減内訳（対前年▲179億円）
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貸借対照表（連結）
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連結主要経営指標

28.4％32.0％自己資本比率

▲17.7％8.8％R O E

0.9倍 1.3倍D / E レシオ

5.4％

07年度

0.4％売上高営業利益率

08年度

（ご参考）

自己資本比率＝〔純資産（期末）－少数株主持分〕／総資産（期末）



12

２．2010年3月期（2009年度）

業績見通し
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■ 今年度の見通し

・ 景気低迷の影響は上半期一杯は続くが、第３四半期以降

徐々に回復に転じると想定。

・ 缶材、印刷板などが比較的堅調に推移。

また ハイブリッド車効果で自動車ボディ材も回復基調と想定。

・ 中国、アジア地区の経済状況は相対的に早期回復の見通し。

輸出、および海外事業展開に注力。

2009年度 業績見通しのポイント
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2009年度業績見通し
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2009年度 品種別売上数量見通し
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連結営業利益分析 （08年度→09年度予想）
2008年度→2009年度連結営業利益予想 増減内訳（対前年＋8億円）2008年度→2009年度連結営業利益予想 増減内訳（対前年＋8億円）
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３． トピックス



19

＜海外会社への資本参加＞

■英国・ブリッジノース社への資本参加完了

・ 古河スカイ＋ブリッジノース社

⇒ グローバル・マーケットでの強固な供給体制確立

・ 今年度より、持分法適用関連会社に組入れ、利益に寄与

海外展開
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グローバル戦略の推進

ベトナム＜鋳物＞
設備増強により、90万個/月体制
へ。需要回復に機動的に対応でき
る体制整備

インドネシア＜押出＞
新ライン戦力化。更なるコスト競争
力強化を推進

中国＜押出＞
品種拡大等による拡販活動、本
格量産体制確立

ギリシャ＜販社/板＞
欧州日系ユーザー中心に、現
地大手ユーザーへの拡販活動
展開中

Furukawa-Sky Aluminum (Vietnam) Inc.

PT.Furukawa Indal Aluminum

Furukawa-Sky Aluminum (Tianjin) Corp 

AFSEL S.A.

BridgnorthAluminium Ltd..

CHOIL ALUMINUM CO., LTD.

イギリス＜板＞
印刷板総合メーカーとして世
界トップクラスを目指し、当社
との技術協力開始

韓国＜板＞
連続鋳造設備の優位性を発揮し
た新商品開発を共同で推進
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■ 将来情報についての注意事項
この資料に記載されております売上高及び利益等の計画のうち、過去または現在の事実に関するもの以

外は、当社グループの各事業に関する業界の動向についての見通しを含む経済状況、ならびに為替レート
の変動その他の業績に影響を与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした当社グループの
仮定及び判断に基づく見通しを前提としております。

これら将来予想に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しており、実際の売上高及
び利益等と、この資料に記載されております計画とは今後様々な要因によりこれらの業績見通しとは大きく異
なる場合があり、確約や保証を与えるものではないことをご承知おき下さい。また、本資料は投資勧誘の目
的のための資料ではありません。

■著作権等について
この資料のいかなる部分についてもその著作権その他一切の権利は、古河スカイ株式会社に帰属してお

り、あらゆる方法を問わず、無断で複製または転用することを禁止します。

■本資料ならびにＩＲ関係の問い合わせにつきましては、下記までお願いいたします。

広報・IR室 ＴＥＬ：03-5295-3668 FAX：03-5295-3760

ホームページ：http://www.furukawa-sky.co.jp
（東証１部 コード番号：5741）


